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工業技術センターから
こんな技術支援を受けました

　地元の植物を利用した草木泥染
を行っています。さまざまな植物で
染め泥染するため、古代色豊かな
色とりどりの大島紬を作ることがで
きます。

会社概要
昭和41年8月
200万円
3人
積　良一
〒894-0624
鹿児島県奄美市
笠利町須野1790

大島紬製造
草木泥染大島紬・奄美浮織の着尺・タペストリー
ストール・針突文様の着尺・ハンカチ他
TEL.0997-63-8845
FAX.0997-63-8845
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事業概要
主要製品

連 絡 先

2012 年 10月現在

・草木泥染大島紬の製品など
・一反作りの奄美浮織の着尺

具体的につくれるもの

　草木泥染の染色堅ろう度試験をはじ
め、設備利用や技術相談など、さまざま
な支援を受けて製品の品質管理ができ
ました。特に、絣締め加工の技術指導を
受け、独自の草木泥染の色を活かした
オリジナル小中柄の製品を開発。最近
は針突（ハヅキ）文様の図形化や奄美
浮織で技術指導を受け、新製品の開発
につながりました。

　奄美に自生する幸福の木、長命
草、チン木、フク木などを用いて染
色する草木泥染は、後のテーチ木
泥染めの「大島紬」の源流をなす
ものとされています。当社では草
木泥染大島紬を製作販売。これま
で、日本絹業協会・会長賞のほか、
国伝統的工芸品コンクールの第25回大会で日本商工会議所会頭賞、
第32回大会で生活賞等を受賞しています。

　当社では、草木泥染大島紬を作
る際、特に染色堅ろう度など製品
の品質向上にこだわっています。
これからも染色の伝統工芸士とし
て、奄美自生の植物でどれだけ豊
かな色が出せるのか、地元・奄美
にこだわった草木泥染、薬草泥染
を続けて行きたいと考えています。

私たちの
得意なこと！できること！

私たちは
こんな技術を持っています

私たちが
これから展開を目指すこと

奄美の植物を利用した草木泥染

それは
この技術があるから

　太古の昔からこの地を潤す、
大地、山、海。1300余年の歴史
を持つ大島紬。その融合を想
い、草木泥染を作っています。
千年後まで残る鮮やかな色彩。
1反、1反に持ち味の違う反物
を作り続けます。

原点は奄美。
難しくても
結果を楽しめる
紬作りを。

技術屋の
熱い想い
代表

積良一さん 

積染色工芸

□技術相談・指導 　□依頼試験・分析　□人材育成　

使用素材
絹・幸福の木・長命草・チン木・フク木などの草木

豊かな色合いの大島紬の製造

繊維・衣服・
工芸


